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＜連絡事項＞
・現在小倉Dr診察に十日市様が対象となっています。診察日までに看護課共有→小倉Dr
診察→患者様情報・FAXのところに患者情報の入力をお願いします。また、診察日当日にはファミリークリニックへ朝FAXをする事になっているので周知して下さい。後日、小倉Dｒ診察手順を印刷し、Bユニットに置いておきます。
次回小倉Ｄｒ診察11/19（月）予定

＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～昨日からバルンカテーテル内血尿継続。内服の副作用による出血傾向の可能性あることから、本日夕からリクシアナ錠除剤の指示あり。
　　　　　　　　排便-7日の為、ケンエーG浣腸処方となり実施。
・小向　静江様～経口からの水分摂取試みる為、本日昼にエンシュアリキッド1本処方となる。摂取良好であったことから、10/30の分　エンシュアリキッド2缶1日分処方となる。
・松橋　トキ様～療養環境変更目的にて東Cユニット6号室から南病棟Cユニット201号室へ転出。
・神田　直樹様～失業保険の手続きについて、11/7か8にＳＷが書類を取りに行ってくるため、その後手続き行う予定。
　　　　　　　　本人希望にて、デルモゾールDPクリーム1本処方となる。
・杉山　千廣様～排便-5日の為、深澤Drへ報告し便秘時のIFオーダー追加。センナリド2T　10回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放後、すぐに喫煙要求あり、対応。時折大声出す事あるが、トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放後より終了時間まで奇声上げながら、ホール内を徘徊している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。各食1/2摂取。服薬拒否無し。バイタルサイン異常は無い。ほとんどを臥床して過ごしている。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～各食全量～2/3摂取。体温36.2～37.7℃で経過、クーリングにて対応し、15:30体温37.0℃で経過。瘻孔より血性の排膿あり、都度洗浄・消毒行っている。臀部の硬結、腫脹、熱感著明に見られており、疼痛訴え聞かれている。
・夏坂　浩美様～体温38.3～40.0℃で経過。14:15ボルタレン坐薬(25)0.5個挿肛し、15:30体温37.2℃で経過。坐薬挿肛後より発汗多量に見られている。声掛けに対し開眼するが、活気無く休まれている。




・神田　直樹様～多弁・干渉は続いているがトラブル無く経過する。
＜馬渡Dr診察情報＞
・泉山　紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方。
・向谷地　照夫様～持参薬は当院切り替えとなり7日分処方。
・立桶　真樹子様～臨時薬一部変更となり7日分処方。本日家族面談実施。本人は療養環境への不満を訴え退院を希望しているが、家族は現在の状態での退院に不安があると訴える。病棟移動で様子観察し、退院については家族間で話し合っていただく事としている。
・吉田　周治様～臨時薬同内容で7日分処方。
＜深澤Dr診察情報＞
・平浜　正喜様～血糖コントロール不良な事から、インスリン注射の実施内容変更。
決め打ち+スライディングスケール実施とし、血糖500mg/dl以上でDrコール、低血糖時は当院の低血糖応急処置フローチャート使用の指示あり。
・三浦　幹様～自宅退院に向けてお母様へ訪問看護利用について説得後、退院時期を決定するよう指示あり。睡眠不安定な事から、10/31～レキサルティ増薬、リボトリール追加処方となる。
・夏坂　浩美様～臨時薬同内容にて11/1～7日分処方。
・杉山　千廣様～臨時薬同内容にて11/1～7日分処方。
・下村　慶子様～11/1～鼻腔栄養継続指示となる。
・澤村　幸次郎様～11/3から持参薬を当院処方へ切り替えとなる。昨日の日赤での検査結果が届き次第、家族面談を調整。

※11/7は深澤Drの診察が難しい為、11/6（火）に診察・処方を出します。

＜新入院患者様　情報＞
氏    名：嶋守　敏雄様　

生年月日：昭和24年3月8日　69歳

病    名：前頭側頭葉変性症

病　　棟：東病棟Cユニット

主治医  ：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

(経過）
  H26年頃より物忘れの進行があり、西脳神経クリニックを受診、経過観察となっていた。H29年に入り、昨日の出来事を忘れる・家族の名前を忘れる等の症状がみられるようになり、H29年1月むらかみ脳神経クリニック受診し、抗認知症治療薬が処方となる。その後も自分の名前が書けない、ボールペン等物を見ても名前が出てこない等の症状がみられ、お盆の集まりや人の集う場所に行きたがらない様子がみられていた。物忘れの進行が急激だった

為に、家族が認知症の進行防止を希望し、H29.11.16当院初診。介護保険の申請を行い、サービス調整をしていく事とし、その後は通院継続も不定期であった。
H30.9月娘様より連絡あり、認知症症状悪化あり、介護保険の区分変更含め診察を希望。10/2久しぶりに来院し、今後は施設入所を検討していく事となっていた。その後家族様より連絡あり、軒先から外に向かって排尿する事等の迷惑行為もあり、自宅での対応困難なことから施設入所が決定するまで入院治療を希望。H30.10.30東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
(備考)
・LTBプラン、オムツ②
・インフルエンザ予防接種は当院にて実施希望あり。
・持参薬は無くなり次第当院処方へ切り替え
・血糖3検

